
大阪公立大学
文学部人間行動学科

社会学コース

調査報告
2025年1月30日

資料１



報告の構成

•「区政に関するアンケート」の二次分析

•夏祭りアンケート分析結果

•区民へのインタビュー



区政に関するアンケート
二次分析結果について



『令和4年度 区政に関するアンケート』概要

• 『区政に関するアンケート』（区民アンケート）

⇒西区役所が毎年行っている区民を対象にしたアンケート調査

• 令和4年度区民アンケートは2022年1月23日から2月15日までの
期間で実施

⇒1999名に郵送：回答者614名（内オンライン回答209名）

• 公表されているアンケート結果等とは別に、令和4年度区民ア
ンケートの個票データ（個人は匿名化）を統計解析ソフトを用
いて二次分析



『令和４年度 区政に関するアンケート』の分析

• 「ご近所どうしの共助・連帯実感度」を指標に住民の生活実感に何が影響
を与えているかを分析

• 「ご近所どうしの共助・連帯実感度」はアンケートのQ19「お住まいの地
域では、日頃から、ご近所どうしで『声かけ』『見守り』『助け合い』
『支え合い』が行われていると感じますか。」の回答を変数化

• 地域差を見るため「北部・南部・西部」の3地域に分けて分析

北部（土佐堀、江戸堀、京町堀、靱本町、西本町、江之子島、阿波座）

南部（立売堀、新町、北堀江、南堀江）

西部（川口、本田、千代崎、九条、九条南、境川、安治川）



区民アンケート分析結果

• 3地域のすべてにおいて

「自治会・町内会活動への参加」をしている人ほど

「ご近所どうしの共助・連帯実感度」が高いと言う結果に

• 他の項目では地域差が見られた

北部：「居住年数20年以上」が実感度に影響

南部：「世帯人数」が実感度に影響

西部：「地域活動への参加経験」が影響

⇒分析結果の詳細は3月の報告会にて発表予定



夏祭りでのアンケート
分析結果について



夏祭り調査 概要

対象：西区の3つの地域で開催されたイベントの参加者（西区在住）

調査方法：webアンケート調査、インタビュー



結果 回収状況：90名（web80名、アンケート10名）

居住形態について 引っ越しについて



質問「現在お住まいの地域について、以下の
ことがらはどの程度当てはまりますか」

子育て環境 教育・文化施設について



町内会について

町会加入状況 町会加入意欲



自由回答「町会に加入するつもりがない理由」

・時間的な制約・・・「仕事等で活動参加が難しいので」（50
代 女性） 「時間に余裕がなさそう」（40代 男性）

・活動内容が分からない・・・「町内会の活動を知らない
ため」（30代 女性） 「メリットがわからない、めんど
くさそう」（30代 女性）

・関係性への懸念・・・「密な関係が大変そう」（30
代 女性）



区民へのインタビューについて



インタビュー調査 概要

〇インタビュー対象

・Aさん（上段）

   ・Bさん（下段）

性別 年齢 出身地 居住地域
（年数）

世帯構成 インタビュー
実施日

女性 30代 広島県 ４年 単身 2024/11/5

女性 50代 兵庫県西宮市 20年 夫 2024/11/15



〇Aさんのインタビュー内容

・4年前に西区の京町堀に転居、岸和田市にて勤務

・地域の治安
→特に夜間の安全性や静けさについて言及。

・地域イベント
→夏祭りに参加
→主にうつぼ公園でのイベント活動に関心あり

・町内会には参加していない
→掲示板などで地域情報を得ている。
→通りで目に入る掲示板での情報提供が効果的



私は美術系や自然とかが好きなんで。そういうのを対象年齢を絞らずに、
おじいさん向けとか、子供向けとか無しに。いろんな範囲の人が同じ目
的を持って、ちょっとこの近くを探索して新しいものを見つけようとか、
そういうのがあったら面白いんじゃないかなとか思ったりはします
ね。

Aさん：

Q：「もっとこうだったら」というような要望や、
この地域の課題は何か感じられますか。

一人暮らしで、チェーン店とかはあるんですけど、なんか普通の
定食屋さんとかがもっと増えたら、夜ご飯とか遅い時間で開いて
るお店みたいなところとかが増えたらいいな。個人的にはあと予
約しなくても入れる店（があればいい）。

Aさん：

Q：地域のイベントについて、何か要望などはありますか。



〇Bさんのインタビュー内容
・西区の南堀江に約10年間居住

・地域イベント
→夏祭りへの参加程度で、町内会活動などへの参加はなし。

・マンションでの生活環境について
→若い世代の入居者が増加傾向、住民同士の交流は挨拶程度である

・地域の特徴
→若い世代や子育て世帯が多く、飲食店の入れ替わりが頻繁である

・治安面
→特に問題を感じていない、生活環境には概ね満足している

・地域活動への参加について
→情報不足や参加のきっかけの少なさが課題として挙げられた。



Q：お住まいの地域で暮らしていて、何かお困りのことはありますか。

Bさん：特に困りごとはないんですけど、最近近所のスーパーが閉まっちゃって、ちょっ
と離れたところにあるんですけど、ちょっと不便になったなっていうのはありました。

Q：何かこの地域で問題・課題があるとすれば、どんなところだと思いますか。

Ｂさん：問題というか、私自身もなんですけど、地域のことは好きやけどそういう地域
の何かに参加しようっていうのはそれこそ夏祭りぐらいで、他のことなんか参加したり
お手伝いとかしたいなと思ってもなかなかその辺が行きづらいというか、きっかけ、自
分自身の飛び込む勇気がないかなと思います。いろいろそういう集まりとか地域のこと
されてるとは思うんですけれども。もうちょっとこんなんやってますよっていうのを知
れたら、もうちょっと参加できるんかなっていうのは思います。
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